
〈今月の表紙〉
浪花の季節の習俗

お正月、十日戎、初午、節分、雛祭りなどこれから春にかけて、さまざまな季節行事がめぐっ
てきます。大阪には古くから受け継がれ人々が大切にしてきたハレの日ならではの風習が
あります。そんな浪花の習俗をふりかえり、心豊かな暮らしを味わってみてください。

日頃から住まいのメンテナンスを特 集

“あんじゅ ”は、「安心して快適な住生活をいとなむ」ための情報誌です。また、フランス語でAnge は「天使」という意味。よりよい暮らしを運んできてくれる幸せの象徴をイメージしています。

住むまち大阪Style
浪花の伝統的習俗に息づく、人とまちとのつながり

暮らしの豆知識
4回連載「住まいと掃除」を考える

第3回 湿度調整と掃除でカビを防ぐ 
大阪くらしの今昔館news

ボランティアから小学生、
小学生から来館者に伝える

昔のくらし
‒「まちなみ探偵団」での体験学習‒

大阪くらしの今昔館
菅楯彦が描いた古き良き大阪の面影

大阪くらしの今昔館の所蔵品をめぐる 
「浪花心斎橋街小倉屋旧観」

大阪市住まいのガイド
借りる・買う・建てる・建て替える
各種住宅施策のご案内
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住まい情報センターに
寄せられた相談から
　2018年は６月に大阪府北部地震、
９月に台風21号と大規模な災害が
発生しました。特に、台風21号は広
範囲に被害をもたらし、住まい情報
センターには、およそ２カ月で650
件以上の相談が寄せられました。そ
の多くが建物被害への応急処置や改
修の依頼先に関する相談でした。
　特に屋根への被害が多く発生し、
防水シート（ブルーシート）をかける
など初期対応を依頼しようにも、専
門業者に多くの依頼が集中し、即時
に対応できない状況となりました。
高所作業のため一般のボランティア
等では対応できず、一人暮らしの高
齢者世帯や空き家にしていた実家が
被害に遭い、相談先に困ったケース
もありました。
　破損した住宅の一部や瓦、アンテ
ナや植木鉢が暴風で吹き飛ばされ近
隣の住宅に被害を与えたケースでは、
補修費用を要求できるかという相談
の一方、天災というやむをえない事
情なので責任は免れるかという、そ
れぞれの立場からの相談が寄せられ
ました。これらは普段の管理が良好
であったか、災害への対策がなされ
ていたか、などの状況によって判断
も様々であり、難しい問題です。
　さらに災害による被害は、修繕の

遅れによる雨漏り等で家財にまで被
害が及び、拡大、深刻化してしまうこ
ともあります。賃貸住宅では、修繕の
遅れによる居住困難や、修繕不能を
理由とした立ち退き要請など、借主
と貸主双方が深刻な問題に直面しま
した。住まい情報センターでは、電
話・窓口での一般相談と、法律・建
築などの専門家相談の対応に加え、
ホームページや住情報プラザに災害
情報コーナーを設置し、最新情報を
提供できるよう努めました。

工務店との関係づくりと
日頃のメンテナンス
　損壊した住まいの調査や補修につ
いては、住宅メーカーや工務店に依頼
します。工務店等は被害調査を行い、
補修の方法を提案し、補修に必要な
分野の職人を手配します。しかし、今
回の台風発生時には地震による補修
工事が立て込み、相次ぐ依頼に工務
店が対応できない状況となりました。
　「そもそもメンテナンス業界の実
情を知っておいてほしい。工務店な
どは普段、数カ月先まで工期のある
工事をしていて、災害による住宅被
害が起きた場合、急遽、被害宅の調査
や補修依頼が舞い込みます。調査に
行く先は、第一にお得意様、第二に業
者仲間の補修応援を優先します。日
頃から工務店同士、相互協力をして
いるからです。第三に、やっと突発的

な調査や工事の依頼に対応すること
になり、どうしても対応は遅れてし
まう」とNPO法人住宅長期保証支援
センターの鈴森素子代表は話します。
　「ブルーシートをかけるだけなら
すぐ来てくれるのでは」と思いがち
ですが、このような実情を知ってお
き、日頃から工務店とよい関係を築
いておくことが大切です。
　災害で被害の大きかったものの中
には「日頃の手入れをしていなかっ
た家」が少なくありません。人間の体
と同じで、住まいにも日頃から築年
数や建築工法、仕様、建材などに応じ
た手入れが必要です。適切な時期に、
また、不具合を見つけたら早期手当
をして将来の劣化や被害を抑える準
備が必要なのです。

維持管理費の予算化を
　住まいを適切に維持管理するため
に、修理内容や修理時期に応じた予
算を立てておきましょう（右ページ
図表参照）。地震や台風などの風水害
は今後も発生します。家の構造、屋根
や外壁の形状・仕上げ、バルコニーや
外部建具の仕様によって点検・メン
テナンス費用が異なりますので、住
宅メーカーや工務店によく相談を。
「『衣・食・住・遊』にバランスよくお
金を使い、住まいにかかわる保険にも
加入しておきましょう」と鈴森さんは
話します（P13住まいのQ＆A参照）。

情報と補修履歴の保存を
　建物の情報や維持管理、リフォーム
等の履歴を保存しておくと便利です。
　国土交通省が進める「住宅履歴情
報（いえかるて）」１）という仕組みが
あり、情報サービス機関に登録して
おくと、いつどんな手入れをしたか
を記録し、次はいつどんな手入れを
すればよいのかなどのサポートを受
けることができます。また、将来、住
まいを売買する際にも買主が安心す
る資料として活用できます。

よい業者を見極めるには
　良質な工務店や専門業者かどう
かを判断するには、建設業の許可を
とっているか、どのような資格者が
いるか、などを見ます。また、大阪府
や国では、安心して住宅リフォーム

を行えるよう、一定の基準を満たす
リフォーム関係団体等の情報提供２）

を行っています。
　工事を依頼する前には、見積もり
に必要な内容が記載されているかを
確認します。（一社）住宅リフォーム
推進協議会のひな形や、見積もりの
基礎が掲載されている『積算資料ポ
ケット版リフォーム編』なども参考
になるでしょう。住まいるダイヤル
（（公財）住宅リフォーム・紛争処理
支援センター）３）では、リフォーム無
料見積チェックサービスを行ってい
ます。

被災時には
悪質商法に注意！
　昨年、台風21号の後で、被害宅に
「防水シートをかけましょう」と言っ
てきた業者がいて、「助かった！」と

飛びついたら、正しいシートのかけ
方をしておらず、次の雨や風で剥が
れてしまったのに連絡できない、あ
とで悪質業者だとわかったという
ケースが発生しました。災害時には、
それに便乗した悪質商法が多く発生
します。見知らぬ業社には必ず名刺
や会社案内をもらってきちんと確認
し、その場で契約せず、見積内容など
を検討します。不安があれば、住まい
情報センターや消費生活センターな
どへ相談を。

　住宅は、入居後にどんな維持管理
をしたかで安心感や快適さが変わっ
てきます。「備えあれば憂いなし」と
いう教訓は家にも当てはまります。
まさかの災害から住まいと暮らしを
守るため、日頃から計画的にメンテ
ナンスをしていきましょう。

１年ごと 床材や壁材の傷や反り、建具・金具の不良、雨漏りの形跡などを自分で点検
５年ごと 住宅事業者など専門家に相談し、内外装や基本設備、見えないところを確認
10年ごと 住宅事業者など専門家に相談し、建物の構造的な部分の計測・点検

注１）「住宅履歴情報（いえかるて）」http://www.iekarute.or.jp/
注２） 「大阪府住宅リフォームマイスター制度」http://www.pref.osaka.lg.jp/jumachi/meister/
「国土交通省住宅リフォーム事業者団体登録制度」http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_tk4_000090.html

注３） 「住まいるダイヤル」（法律に基づいて国土交通大臣から指定を受けた住宅専門の相談窓口　電話：0570-016-100）
住まいについてのさまざまな相談のほか、契約前のリフォーム工事の見積書についてリフォーム見積チェックサービスを受けることができる。
http://www.chord.or.jp/

特集
点検時期 半年1年 2年 5年 10年 15年 20年 25年 30年 35年

部位・仕様 点検 定期点検 定期点検 定期点検 定期点検 重点点検点検

バルコニー

外 壁

モルタル塗装

サイディング壁（窯業系）

金属板・金属サイディング

目地（化粧カバー・縦樋等）

防水層（シート防水・ERP）

屋 根

瓦茸き

スレート瓦

金属板屋根

陸屋根 シート防水

化粧カバー・軒裏・軒樋等

〈点検項目〉
ズレ、剥がれ、浮き、

割れ、雨漏り
劣化仕上げ 等

〈点検項目〉
剥がれ、クラック、
浮き、目地切れ、
サビ、樋ハズレ、
傾き、雨漏り 等

塗装
40～50万円＋足場代

塗装 60～80万円
※仕上げにより若干年数が異なる

塗装 60～80万円
※仕上げにより若干年数が異なる

雨樋塗装　10～15万円
目地打診　30～40万円

雨樋塗装　10～15万円
目地打診　30～40万円

塗装
塗装材料により変動

劣化の程度で打替・補修
200～300万円

増貼り
120～180万円＋足場代

再防水
30～50万円

再防水
30～50万円

増貼り
120～180万円＋足場代

劣化の程度で補修 劣化の程度で補修

劣化の程度で茸き替え

劣化の程度で茸き替え

劣化の程度で茸き替え

劣化の程度で茸き替え
100～200万円＋足場代

　2018年は地震に台風、豪雨が続き、災害による直接的な被害に加え、日頃からメンテナンスをしていなかったこ
とで被害が大きくなったケースも目立ちました。住まいの日常的なメンテナンスの大切さを考えてみます。
 協力：鈴森素子（NPO法人住宅長期保証支援センター理事長）

日頃から

資料提供： NPO法人住宅長期保証支援センター
※ 費用は目安です。また、使用状況や建物仕様、周辺
環境によっては、上記と異なる場合があります。

図表　住まいの維持・管理の目安（例）／一戸建て

ANGE 2019 Winter 2ANGE 2019 Winter1



浪花の伝統的習俗に息づく、
人とまちとのつながり

船場商家が継いだ風習に
のれんの誇り

　大阪では、
お正月三が日
のお雑煮は、
元日と三日が
白味噌雑煮で
丸餅と小芋や
大根、焼き豆

腐を入れ、二日はすまし雑煮にして、
焼いた丸餅と水菜を入れる、そんな
風習を継ぐ家庭は少なくないでしょ
う。大阪の、ことに船場の商家ではそ
うしたお正月の食や膳には細かに決
め事があり、年中行事の一つ一つに
しきたりがあったと言います。船場
旧家の食を通した四季の暮らしを、
共著『聞き書　大阪の食事』でまとめ
た大阪天満宮文化研究所研究員の近
江晴子さん。ご自身も実家は道修町
の商家で、戦後の船場で育ちました。
この本は遠ざかる古き良き大阪の記
憶をとどめる貴重な記録になってい
ます。
　｢大正末～昭和初期の大大阪の時
代は、三百年をこえて受け継がれて
きた船場の生活文化が最後の輝きを
放った時代でしたが、一方では、船場

の何々商店が会社組織に変わってい
き、主人家族が郊外に住まいを移し、
一緒に暮らしていた番頭さんや丁稚
さんたちが会社員になり、徐々に船
場の暮らしと文化が崩壊に向かって
いった時期でもありました。
　その上、空襲で船場も焼かれ（北船
場は焼けなかったところが多かった
が）、代々伝えてきた年中行事のため
の道具類も焼失しました」
　「たとえば、お正月三が日は「祝い
膳」でお祝いします。男性用は、お膳
もお椀も朱色の漆塗りで、金か黒で
家紋を入れます。女性用は、外が黒塗
り、内が朱塗りで銀で女紋を入れま
す。子どもは子ども用の祝い膳を用
意します。男の子には家紋を、女の子
には母親の女紋を入れます。組重の

お料理は、出入りの仕出し屋さんに
注文して、家宝の重箱に詰めてもら
います」
　｢船場では季節の習わしは代々継
がれた慣習どおりにやらないといけ
ない｡周囲の目もあって､いい加減な
ことはできませんでした｡根本には
のれんを大事にする精神があり､き
ちんと果たすことが家の格と信用を
守ることになりました｣と近江さん｡

大阪の食文化につながった
多彩な行事

　お正月のあとも次々と行事はめぐ
り、船場旧家では、そのつど大忙しで
した（以下、船場の旧家水落家の行事
より抜粋『聞き書　大阪の食事』）。
「七草がゆ」　一月七日。｢せり、なず
な、ごぎょう、はこべら、ほとけのざ、
すずな、すずしろ、これぞ七草｣とい
う春の七草を、前夜に｢唐土の鳥が日

本の土地へ渡らぬ先に七草なずな｣
と歌いながら包丁で叩いて刻み神棚
へあげておき、翌朝おかい（ゆ）さん
に入れていただく。
「戎さん」　一月十日。戎さんを祀る。
吉村周山（1700年～1773年）１）の戎
さんの絵を床の間にかけ、千両箱の
上ににらみ鯛（小ぶりの鯛を二尾向
かい合わせにして、口と尾に糸をか
け、ぴんとさせる）を供える。
「大黒さん」　一月の初甲子の日。佐
伯岸

がん
駒
く
（1749年or1756年～1838年）

２）の大黒さんの絵をかける。千両箱の
上に、二股大根とねずみの絵を描い
た猪
ちょ
口
こ
にお神

み
酒
き
を入れて供える。

「節分」　二月三日。年の数（数え年）
の豆を一人一人紙に包み、一文銭を
入れておひねりにし、氏神さんへ参
拝。昼は麦ごはんと赤いわし（真鰯の
塩漬）の焼きものとおなま（大根なま
す）、短冊切りの大根を入れた白味噌
のおつい（ゆ）をいただく。
「初午」　旧暦二月の初午の日、お稲
荷さんのお祭り。男の子のお祭りで
もあり、火打箱の形を模した弁当箱
に小豆ご飯とお煮し、若菜のからし
和えを詰め、お客や家の者に配る。
　また、近江さんによると雛祭り
は、｢月おくれで四月三日にお祝いし
ました。四月に入ると桃の花も咲き、
何よりも学校が春休み中ですから、
とォさん（お嬢さん）たちは一日中遊
びました」
「魚

うおじま
島」　四月から五月にかけては江

戸時代から続く｢魚島どき｣と呼ぶ風
習があった。この時期に鯛は産卵の
ために瀬戸内海に群れをなす。この
とびきりの桜鯛を、船場では親戚や
親しい家同士で贈りあった。
　「一番おいしく値段も安くなる旬
のものを食べるのが大阪の食。合理
的でしかもぜいたくです。普段は始
末しますが、お正月や年中行事や法
事などのハレの日には必ず出入りの
仕出屋さん（プロ）に頼んで最高の味

を堪能しました。奉公人の人たちも
お相伴にあずかって一流の味を覚え
ました。そうして皆の舌がこえたこ
とが大阪が誇る食文化につながり食
い倒れのまちにしたのでしょう」

四季のしきたりに
まちの魅力を再発見

　今や、船場はすっかり様変わりし、
商人が江戸時代から育み大阪町人全
体にも広がった習俗は消えつつあり
ます。それを見直すことは大阪の魅
力の再発見にもつながるでしょう。
　「御

ごりょん
寮人さんが家族の食事がすめ

ば“よろしゅうおあがり”と言い、出
かける時には“おはようお帰り”。そ
の船場言葉が示すように行事の風習
には家族や店の人、町内の人、みんな
に対する思いやりがこもり、とにか

くおつきあいが一番大切でした。習
俗は非常に洗練され道徳観念もいき
届いた大阪の文化を象徴していたと
思います」
　近江さんは、船場の再生には人を
巻きこんでまちぐるみでおつきあい
を行うことが大切と言います。
　「船場には何代も続く家も多くあ
りましたが、実は入れ替わりが激し
かったのです。でも、新しく船場に越
してきた人たちも四季のしきたりを
まちの伝統として受け継いだんです。
大阪に今住む人とこれから住み始め
る人が、昔のように“お町内”のおつ
きあいにはじまり、地域ぐるみのお
つきあいに発展させていってもらえ
ればと思います」

注１） 江戸時代中期の大阪の絵師
注２） 江戸時代後期の絵師

一年の中でも冬～春は、お正月、節分、雛祭りなど行事が最も多い時期でしょうか。現代
ではつい簡単にすませがちですが、大阪には行事ごとに受け継がれた伝統がありました。
その習俗をふりかえれば、人々が大事にした心豊かな暮らしが見えてくるようです。

大阪天満宮文化研究所・
近江晴子さん

大阪くらしの今昔館で再現されたお正月のしつらい
写真提供：産経新聞社

『聞き書 大阪の食事』（1991年）
（発行・一般社団法人  農山漁村文化協会）

国の登録有形文化財「吉田家住宅」（北区豊崎）の
吉田家で受け継がれた「祝い膳」（男性用）

「卯之花月　ざこば魚じま」二代長谷川貞信　『浪花行事十二月』より
大阪くらしの今昔館所蔵

「魚島どき」の桜鯛を届ける上女中
さんと丁稚さん（「上方」77号より・
長谷川小信筆）

大阪くらしの今昔館の江戸時代の再現町家に飾られた御殿雛

住むまち
大阪
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最近は、住宅の構造や住宅建材・家電の進化で、冬でも暖かく過ごせるようになった
反面、カビが発生しやすい環境にもなりました。湿度のコントロールと適切な掃除
でカビを防ぎましょう。
 協力：松井 喜美代（（一社）モノコミュ研究所、 ハウスキーピングコーディネーター）

4回連載

「住まいと掃除」を考える
第3回 湿度調整と掃除でカビを防ぐ

ボランティアから小学生、
小学生から来館者に伝える

昔のくらし
-「まちなみ探偵団」での体験学習-

　大阪くらしの今昔館で解説ガイド
をしていると、「昔の人って賢いです
ね」「自然のものを上手に使う知恵が
あったんですね」という感想をよく
聞きます。現代生活では忘れられた
知恵が昔のくらしにはあったことを
思い起こさせてくれます。
　今昔館には社会科の授業で「昔の
くらし」を学ぶ小学校３年生を中心
に多くの小学生が訪れます。「昔は大
変だったんだなぁ」「今は便利な生活
ができてよかった」というとらえ方に
ならないよう、昔の住まいやくらしの
知恵を伝えたいと心掛けています。

　夏休みに毎年行っている「まちな
み探偵団」も、小学４～６年生を対象
に、日本の昔ながらの住まいやくら
しを体験的に伝える取り組みの一つ
です。ここでは、まず子どもたちが探
偵になって、江戸時代の大阪のまち
に潜入し、住まいやくらしのヒミツ
や知恵を見つける調査をします。そ
してもう一つの重要なミッションと
して、昔の人に変装してまちに潜り
込み、当時のくらしの様子を来館者
に伝える任務に就きます。ここで、昔
の人の生活を実演するのは、今昔館
の町家衆（ボランティア）です。座敷
ぼうきやはたきを使った畳の部屋の
掃除、かまどで煮炊きした料理を箱
膳で食べる様子、着物たたみや反物
巻き、そろばん、通りでの振り売りな
どを実際に演じながら子どもたちに
その意味やコツを教えてくれます。
座敷の掃除では、掃き出しの障子な
どを開けて風通しをよくして、はた
きでほこりを上から順に落とすこと。
座敷ぼうきで畳の目に沿ってほこり
やごみを掃くこと。固く絞った雑巾
で障子の桟や畳、縁側を拭くこと。庭
や表通りでは土ぼこりがまわないよ
うに打ち水をして庭ぼうきで掃くこ
と等々。アドバイスを受けた子ども
たちは、襷

たすき
がけをして手拭を頬かむ

りし、町家のおかみさんや丁
でっ ち
稚どん

になった気分で新たに学んだことを
来館者に楽しそうに伝えます。大阪
教育大学（居住環境学研究室）の学生
スタッフの力も借りながら、時には
外国からの来館者にも身振り手振り
で伝授します。
　イベント終了後、子どもたちは「掃
除の仕方や着物のたたみ方とか少し
難しかったけど、楽しかった」「はた
きの使い方を外国の人に教えて、わ
かってもらえてよかった」「ほかの人
に教えるのがワクワクして楽しかっ
た」などの感想を聞かせてくれまし
た。今昔館は電子機器に慣れ親しん
できた子どもたちにとって、新鮮な
驚きを味わえる場であり、後世に伝
えたい昔ながらの住まいやくらしの
知恵を体験的に学べる貴重な場であ
るといえます。

 大阪くらしの今昔館　特別研究員
 奥田 千尋

冬季でも雨天でも
窓を開けて換気を

　カビは悪臭の元となり、住宅や人

体に悪影響を与えることもあります。

室内の湿度を50％程度に抑えるとよ

いのですが、換気を忘れたり、加湿器

や洗濯物の部屋干し、湯気の出る鍋

料理などで湿度が上がり、乾燥して

いる冬でもカビが発生しやすい環境

になっています。

　カビは水分やほこりを栄養源とす

るので「余分な湿気を取り除く」「換

気する」「掃除と整理整頓する」の３

つが鍵。まず、こまめに換気を行い、

換気が難しい場合でも扇風機やサー

キュレーター、空気清浄機などで室

内の空気を動かしましょう。寒い季

節でも雨天の日でも、少し窓を開け

て風の通り道をつくるのがコツ。調

理時や入浴後には必ず換気扇を回し

ます。家具と壁の間にはなるべく隙

間をつくり、風が通るようにします。

室内の湿度を上げすぎないためには、

加湿器を過度に使わないことを心が

けましょう。

水回りの丁寧な掃除と
室内のほこりの除去を

　１年を通してカビが発生しやすい

場所は水回りと空気がよどみやすい

押入れや靴箱です。特に浴室は日頃

の掃除が肝心。普段は市販の中性洗

剤で洗い、熱いシャワーで一旦流し

たあと、冷たい水に切り替え浴室内

の温度を下げます。早く乾燥させる

には、浴室内の水気を切ったあと換

気扇を回しながら、壁を空気が伝う

ようにドアを少し開けておきます。

　しっかり掃除する時は、酸性の汚

れである皮脂や石鹸カス、赤カビな

どにはアルカリ洗剤や重曹を、アル

カリ性の汚れである水垢には酸性

洗剤やクエン酸を使い分けます。黒

カビには塩素系漂白剤を使いますが、

酸性タイプの洗浄剤と混ざると塩素

ガスが発生して危険なので、換気し

ながら単独で使います。掃除後は使

用したスポンジを吊るして乾燥させ

ます。

　一般的な室内の掃除に際しては、

カビの栄養源となるほこりを取り除

くことを意識します。舞い上がった

ほこりは半日かけてゆっくり落ちて

くるので、フローリングの掃除はほ

こりが床に落ちきった早朝か帰宅後

すぐがベスト。カビの予防には消毒

用エタノール（濃度80％）が効果的で、

カーペットの下を拭く時には素材が

色落ちしないか確かめてから消毒用

エタノールを使いましょう。

　玄関や押入れ、靴箱は、風を通すか、

サーキュレーターで乾燥させます。

中のほこりを掃除機で吸い取り、消

毒用エタノールで拭きあげます。収

納量は８割程度に抑えます。

家電の手入れを怠らず
結露はすぐ拭き取って

　熱を発生する家電の周囲は静電気

の影響でほこりが溜まりやすく、溜

まったまま放置すると湿気と反応し

て放電し、発熱や発火に至るトラッ

キング現象を引き起こす可能性があ

ります。家電の裏側、電気コードやコ

ンセント部分のほこりもしっかり落

とします。

　冬季には戸外と室内の温度差で窓

やドアに水滴がつく結露が生じ、内

装材や床、カーテンなどにシミがで

きたり、カビやダニが繁殖しやすく

なります。結露はタオルやワイパー

などで拭き取り、乾燥させます。断熱

効果のある窓用フィルムを貼った

り、部屋の隅に除湿剤を置く手もあ

ります。窓枠やゴムパッキン、窓周

辺の壁、カーテンの裾を観察し、「結

露からカビへ」の流れを食い止めま

しょう。

▲竹の棒と古い布切れで作ったはたき

住まいと掃除

◀はたきや座敷ぼうきを使い、和室の掃除の仕方を外国人来館者に伝授する子どもたち

左上： 子どもたちに台所道具の使い方を伝える
町家衆

右上： 町家衆から学んだ着物のたたみ方を披露
する子どもたち

左下： 子どもたちからそろばんの使い方を学ぶ
来館者

v o l u m e . 70

大阪
くらしの
今昔館

n e w s

暮らしの豆 識知
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　菅楯彦（明治11年：1878-昭和38年
：1963）は、四条派の画家・菅盛南の
長男として鳥取に生まれ、幼少の頃
に家族とともに大阪に移り住みます。
父の手ほどきを受けて絵を学びます
が、11歳の時に父が病に倒れ、襖

ふすま
や

幟
のぼり
などを描いて家族の生活を支えて

いました。
　楯彦は独学で絵を学びながら、歴
史の研究を好み、漢学、国学、有職故
実、雅楽などに精通していきます。一
方で、大阪の風俗や芸能、祭礼などへ
の関心が深く、幼い頃に目にした江
戸時代の面影を残す大阪の街や、失
われつつある古き良き風俗文化、庶
民の生活を絵に描き残すことに力を
注ぎます。
　楯彦は自らを「浪

なに
速
わ
御
み　たみ
民」と標

ひょうぼう
榜し、

大阪を描いた彼の作品は「浪速風俗
画」と呼ばれました。昭和37年（1962）、
長年にわたる画業が評価され、初代大
阪市名誉市民に選ばれます。
　大阪くらしの今昔館では楯彦の作
品を収集しており、今回はその中か
ら「浪花心斎橋街小倉屋旧観」（以下
「小倉屋旧観」）をご紹介します。
　本図には「是 阪府島之内 小倉屋
店舗旧観也 今 参照 半山所畫 二千
年袖鑒」と自賛があり、松川半山の
「二

に
千
せん
年
ねん
袖
そで
鑒
かがみ
」を参照して島之内の小

倉屋を描いたと説明しています。ま
た「戊

ぼ
辰
しん
晩
ばん
冬
とう
念
ねん
七
しち
」※1とあり、本図の

製作は昭和３年（1928）12月27日で
あることがわかります。

　松川半山（文政元年：1818-明治15年：
1882）は大阪出身の絵師で、幕末の大
阪の名所絵を多数手掛けました※2。小
倉屋は鬢

びんつけあぶら
付油を製造・販売する商家

で、現在、昆布や佃煮で知られる小倉
屋の本家筋にあたり、『二千年袖鑒』
の嘉永５年版に挿絵付きで掲載され
ています※3。
　近代以降の小倉屋については、昭
和７年（1932）に刊行された『近代大
阪』（北尾鐐之助著）の「心斎橋筋一考
察」の中に「近代的なビルディングと
なっている」という記述があります。
また、『近代建築画譜』（近代建築画譜
刊行会・昭和11年：1936）に「をぐら
や商店」として鉄筋コンクリート造
地上５階地下１階建てのビルの写真
が掲載され、竣工は昭和３年９月５
日とあります。江戸時代以来の店構
えから近代的なビルに建替えられた
ことを知り、失われた旧店舗と街の
面影を記憶に留めるために、楯彦は
本図を描いたのでしょう。
　『二千年袖鑒』によると、小倉屋は
中二階建てで、二階壁面に虫

むし
籠
こ
窓
まど
が

造られ、一階の店舗は間口全体を開
放し、上部に瓦庇が設置されていま
す。楯彦の「小倉屋旧観」は『二千年袖
鑒』が描く店舗の特徴を正確に写し
ていますが、同書では描かれていな
い二階屋根の物見台や、土蔵のある
奥庭が描かれており、かつての姿を
聞き取るなどして描いたものと思わ
れます。

軸一幅 絹本墨画淡彩 本紙137.0cm×37.5cm 「浪花心斎橋街小倉屋旧観」部分

「浪華名所独案内」部分（一部加筆） 大阪府立中之島図書館蔵

【左図中凡例】
㋑小倉屋　　㋺大丸
㋩八幡通り　㋥御津八幡
㋭心斎橋　　㋬小倉屋

『大阪商工銘家集』当館蔵

『二千年袖鑒』（嘉永５年版）大阪市立中央図書館蔵

　本図は、小倉屋を画面の下方に近
景として捉え、画面上方に街の遠景
を描いています。では、描かれている
街並みは具体的にどこなのでしょう
か。幕末に発行された「浪

なに
華
わ
名
めい
所
しょ
独
ひとり
案
あん

内
ない
」※4と『大

おお
阪
さか
商
しょうこう
工銘

めい
家
かしゅう
集』※5を参考

にして検討してみましょう。
　「浪華名所独案内」には小倉屋が２
軒掲載されていて、１軒は新町内に、
もう１軒は心斎橋筋の西側に「ビン
ツケ店小倉屋」とあります。賛に「島
之内小倉屋」とあるので心斎橋筋の
小倉屋を描いているのでしょう。一
方、『大阪商工銘家集』は小倉屋の所
在地を「心斎橋筋通り八幡南へ入」と
記していますので心斎橋筋に面して
西側、八幡通りから南に入ったとこ
ろにあったとわかります。呉服で有

名な松屋（大丸）が近くにありまし
た※6。
　本図は心斎橋筋の東側から小倉屋
の正面を捉えているので、小倉屋の
背景に描かれているのは、島之内か
ら堀江の街並みになります。小倉屋
の右手（北）から画面上方に延びるの
は八幡通りで、よくみると、御

み
津
つ
八
はち
幡
まん

の鳥居の前で手を合わせる人物がい
ます。御津八幡からさらに画面上方
で左右に描かれているのは西横堀川
で、八幡通りから架かる橋は木

も
綿
めん
橋
ばし
、

その右上には堀江川に架かる隆
りゅう
平
へい
橋
はし
、

右には御池橋も描かれています※7。
　さらに画面上部に描かれた幽

かす
かな

三日月が街の全景を照らし、画面を越
えて拡がる浪花の街を想像させます。
　小倉屋は買い物客の女性や、客に

※1　楯彦存命中の戊辰年は昭和３年。晩冬は陰暦12月の異名、念は「廿」（にじゅう）の代用字。したがって念七は27日を意味する
※2　代表作に『浪華の賑ひ』、『淀川両岸一覧』など
※3 　『二千年袖鑒』 は天保15年（1844）版と、弘化４年（1847）・嘉永２年（1848）・同５年（1851）に三冊本として増補出版されたものの二種類がある

※4　江戸時代末頃に発行された大阪の観光案内。大阪の名所や有名店などが記載された地図の体裁となっている
※5　弘化３年（1846）に刊行された買い物案内。大阪市中の諸商工者を網羅して掲載している
※6　大丸と小倉屋は、清水町通り、周防町通り、八幡通りをはさんで、心斎橋筋の西側に店鋪を構えていた
※7　『まちに住まう 大阪都市住宅史』（1989、平凡社）付録地図 参照

対応する店の使用人、店先で鬢付油
を調合する職人などで活気があり、
繁盛の様子が描かれています。店の
前の心斎橋筋にはさまざまな階層の
人々が往来し、街の賑わいが伝わっ
てきます。一方、堀江へ続く八幡通り
では人通りは疎

まば
らで、密から疎の変

化によって街の近景と遠景の対比が
鮮明になっています。
　本図は、街並み全体を墨の濃淡に
よって描写し、人物の着物や提灯の
灯りに淡彩を施し、楯彦独特の洗練
された筆致で浪花の街並みが情趣ゆ
たかにやさしく描かれています。
　さて、心斎橋筋の賑わいの中、輪回
しをする少年の姿があります。これ
は幼い日の楯彦の姿であると言われ
ています。本図の他にも楯彦の作品
には、輪回しをする少年や屋台で買
い物をする兄妹がしばしば描かれ、
楯彦が「あれは自分の姿や」と周囲の
人たちに言っていたと伝わっていま
す。自らが描く「浪速風俗画」の中に、
幼少期の自身の姿を投影する。そこ
に楯彦が抱いていた古き良き大阪へ
の慕情を読みとることができます。

 大阪くらしの今昔館 学芸員
 深田 智恵子

菅
すが

楯
たて

彦
ひこ

が描いた古き良き大阪の面影
大阪くらしの今昔館の所蔵品をめぐる 「浪花心斎橋街小倉屋旧観」
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イベントのお申し込み・お問い合わせは

※1月～3月の休館日は本誌裏面をご参照ください。
※大阪くらしの今昔館と休館日が異なります（左のページをご参照ください）。

〒530‐0041 大阪市北区天神橋6丁目4‐20
住まい情報センター4F 住情報プラザ
　　06-6242-1160　　   06-6354-8601
　　http://www.osaka-angenet.jp/
■開館時間 平日・土曜 9:00～19:00／日曜・祝日 10:00～17:00
■休 館 日 火曜日（祝日の場合は翌日）、
　　　　　 祝日の翌日（日曜日、月曜日の場合を除く）
　　　　　 年末年始  

TEL

URL

FAX

1 主催イベント、　タイアップイベントの参加申し込み方法2

●下記ホームページから参加申し込みができます。

●2次元バーコードから参加申し込みができます。
●ホームページでの申し込みは開催日の約2カ月前からになります。
●ハガキまたはFAXでも参加申し込みができます。記入事項を明記し、
　下記の住所、FAX番号へお申し込みください。

●お申し込みにあたっていただいた個人情報は、主催者大阪市立住まい情報センターが保管し、
利用状況統計基礎データおよびイベント保険（必要な場合）への加入、今後のイベントのお知ら
せ等に利用させていただく場合があります。

●手話をご希望の方、お子様（未就学児）をお連れの方は開催2週間前までにお問い合わせください。
【注意】一部のイベントを除き、参加証の発送はありません。「先着順」のイベントにお申し込みいただいた場合は、
イベント開催当日、直接会場にお越しください。「抽選」の場合に限り、ハガキかEメールで当落をお知らせします。

住まい・まちづくり・ネット▶http://www.sumai-machi-net.com/

記入事項:イベント名、住所、氏名（フリガナ）、年齢、参加希望日、電話番号、
手話希望の有無、個別相談希望の有無など

開館時間 10：00～17：00（入館は16：30まで）

休 館 日

入 館 料

一 　 般 600円／団体 500円（20人以上）
高・大生 300円／団体 200円（20人以上）
※中学生以下、障がい者手帳等を持参の方（介護者1名含む）、

市内在住の65歳以上無料（要証明書提示）
※企画展の観覧料は別途必要です。

交通機関
●Osaka Metro谷町線・堺筋線、阪急電車『天神橋筋六丁目』駅下車
　3号出口より住まい情報センター建物の地階へ連絡、エレベーターで8階へ
●JR大阪環状線『天満』駅から商店街を北へ約650m

〒530‐0041 大阪市北区天神橋6丁目4‐20（住まい情報センター8階）　　 06‐6242‐1170　　   06‐6354‐8601　　   http://konjyakukan.com/TEL FAX URL

1月～3月の
休館日

1/1、2、8、15、22、29　2/5、12、19、26
3/5、12、19、269階 なにわ町家の歳時記

江戸時代の大坂の町並みを実物大で再現。
大通りには、風呂屋や本屋、薬屋などが並び、
ひときわ高い火の見櫓も。路地を抜けると裏長
屋の庶民の生活をかいま見ることもできます。

8階 モダン大阪
パノラマ遊覧

近代大阪の代表的な
住まいと暮らしを模型
や資料で再現。

火曜日、年末年始、その他臨時休館あり

■ご案内・費用の記述のないものは参加無料です。　・茶菓代・材料費は、当日お支払いください。　・日程等、予告なく変更になる場合がありますので予めご了承ください。

 1 住まい情報センター
主催イベント

住まい情報センターが主催する
セミナー・イベントです
■住まいのライブラリーイベント

リサイクルブックフェア
●日時：1月13日（日） 13：00～16：00
●場所：5階研修室
　※ 10：00より4階住情報プラザにて整理券を配布
します。

　※ 残冊数があった場合は、引き続き1月14日（月・
祝）10：00～17：00、1月16日（水）～1月31日（木）
住情報プラザの開館時間に準じて開催します。　　
1月14日以降の場所：住まいのライブラリー前

同時開催
住まいのライブラリー謎解きイベント
「すまいまるを探せ」
●日時：1月13日（日） 13：00～16：00
●場所：5階研修室（受付）

■住まいの大阪学
大阪くらしの今昔館学 ③見学会
「おしえて館長！
  今昔館の所蔵品の楽しみ方」
●日時：1月14日（月・祝）
　午前の部 10：30～12：00、午後の部 14：00～15：30
●場所：大阪くらしの今昔館
●講師：谷 直樹（大阪くらしの今昔館館長）
●定員：各回15名程度（抽選）
●参加費：1,000円（入館料別途）
●申込締切：1月3日（木）

■住まいCOLLEGE
片付けが苦手だからこそ、収納を楽しもう
プチプラでも工夫できる簡単収納
●日時：1月20日（日） 14：00～16：00
●場所：3階ホール
● 講師：福地 美奈子、安部 陽子（ライフオーガナイ
ザーⓇ）
●定員：100名（先着順）
●参加費：500円

■住まいのなるほどセミナー

住まいの税金～相続税を学ぶ～
●日時：1月27日（日） 13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：植木 心一（近畿税理士会所属）
● 定員：100名（先着順）
● 個別相談：定員4組 15：40～16：40（事前申込要、当
日抽選）

■住まいのなるほどセミナー

住まいの資金計画 連続講座

●日時：
　①2月2日（土） 住宅購入とマネープランニング
　②2月16日（土） 住宅購入の際の資金調達と名義

　13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：NPO法人日本FP協会 大阪支部所属CFP®
●定員：100名（先着順）
● 個別相談：定員4組 15：40～（事前申込要、当日抽選）

■第6回大阪市ハウジングデザインシンポジウム
天災は忘れた頃にやってくる！
『わがこと意識で命を守る住まいの備え』
●日時：2月10日（日） 13：30～17：00
●場所：3階ホール
● 講師：荒木 公樹（（公社）大阪府建築士会 建築相談
委員会代表）、小幡 賢治（CFP® ファイナンシャル
･プランナー）、木村 玲欧（兵庫県立大学准教授）、
鈴森 素子（NPO法人住宅長期保証支援センター
理事長）、髙田 光雄（京都美術工芸大学教授）、辻
岡 信也（針原辻岡法律事務所弁護士）、朝田 佐代
子 （大阪市立住まい情報センター）
●定員：100名（先着順）

■住まいとデザイン

武田五一と住宅のモダニズム
●日時：3月2日（土） 14：00～15：30
●場所：3階ホール
● 講師：足立 裕司（神戸大学大学院名誉教授・建築
史家）
●定員：100名（先着順）

 2 住まい情報センター
タイアップイベント

住まい情報センターと住まい・まちづくりの
専門家団体等が共催するセミナー・イベントです
■タイアップ+Plusセミナー

自然災害に備える 
～マンションの被害事例とその対策～
●日時：1月19日（土） 13：30～16：30
●場所：3階ホール
● 講師：宮野 道雄（大阪市立大学特任教授・学長補
佐）ほか
●定員：70名（先着順）
●個別相談：定員5組 16：40～（事前申込要、当日抽選）
●団体：NPO法人集合住宅維持管理機構

■タイアップ+Plusセミナー

シニアライフ予備校 第１部
【介護と住まい編】 連続講座

●日時：1月26日（土） 10：30～16：30
　①「在宅介護の基本的問題」 10：30～12：00
　②「介護とリフォームQ&A」 13：00～14：30
　③「高齢者住宅という選択肢の検証」 14：45～16：30
●場所：3階ホール
● 講師：①柴本 美佐代（（一社）日本エルダーライフ
協会代表理事） ②小川 忠雄（一級建築士）、山下 
明彦（税理士） ③米沢 なな子（高齢者住宅情報セ
ンター大阪センター長）、岡本 弘子（（一社）日本
シニア住宅相談員協会代表理事）
●定員：100名（先着順）

● 団体：シニアライフSOS・（一社）コミュニティ
ネットワーク協会高齢者住宅情報センター

■タイアップ+Plusセミナー

シニアライフ予備校 第２部
【高齢者住宅編】 連続講座

●日時：3月20日（水） 10：30～16：30
　①「入居はプロに相談しよう！」 10：30～12：00
　②「自分らしいお金の組み立て方」 13：00～14：30
　③「自分で選ぶ老後の暮らし」 14：45～16：30
●場所：3階ホール
● 講師：①岡本 弘子（（一社）日本シニア住宅相談員
協会代表理事） ②川添 登巳雄（ファイナンシャル
プランナー） ③米沢 なな子（高齢者住宅情報セン
ター大阪センター長）
●定員：100名（先着順）
● 団体：シニアライフSOS・（一社）コミュニティ
ネットワーク協会高齢者住宅情報センター

 3その他
住まい関連イベント

■マンション管理支援機構との共催

マンション管理組合相談会
●日時：2月24日（日） 13：00～16：00
●場所：4階相談室ほか
● 定員：12組（申込多数の場合は、大阪市マンション
管理支援機構登録マンションを優先して抽選）、法
律相談（6組）・技術相談（3組）・管理一般相談（3組）
●相談時間：1組あたり45分
●申込締切：2月15日（金）
●主催：大阪市立住まい情報センター

マンション管理組合交流会
●日時：3月3日（日） 13：30～16：30
●場所：3階ホール
● 定員：30名（申込多数の場合は、大阪市マンション
管理支援機構登録管理組合を優先して抽選）
●申込締切：2月22日（金）
● 主催：大阪市マンション管理支援機構
（電話：06-4801-8232）

■（公社） 大阪府建築士会との共催
建築家とつくる住まいづくり
素人でも判る耐震のお話し
～後で後悔しないために～
●日時：3月9日（土） 14：00～16：00
●場所：5階研修室
● 講師：福味 健治（一級建築士、住宅を設計する仲
間達）
●定員：50名（先着順）
●個別相談：定員10組 15：45～17：00（事前申込要）
●申込締切：3月6日（水）
● 主催：（公社）大阪府建築士会「住宅を設計する仲
間達」（電話：06-6947-1961）

企画展
■見て、さわって、調べよう。昔のくらし
12月17日（月）～2月22日（金）
　今回の展覧会では、家の中のく
らしだけでなく、学校や市役所な
どの町の公共施設、交通機関の変
化にも着目し、昔の生活道具や節
供にまつわる道具などと共に当時のくらしがわかる絵・
写真を多数展示します。また、「道具の体験コーナー」で
は、実際に使われていた生活道具に触れることができま
す。昔のくらしを学ぶ子どもたちには目新しく、大人の方
には懐かしさを感じていただける展覧会です。
●企画展のみ：300円

常 設 展
■商家の賑わい
～4月7日（日）

季節のしつらい
■正月飾り
12月26日（水）～1月14日（月・祝）
■節分飾
1月30日（水）～2月4日（月）
■雛飾り
2月16日（土）～3月31日（日）

イベント
■今昔庵茶会
お煎茶のお茶会です。
1月5日（土） 13：00～15：30
●茶菓代：300円　●定員：先着50名
●協力：玉川遠州流 玉川会大阪支部

■筑前琵琶
1月6日（日） 14：00～15：00
●出演：竹本旭将、福井旭巽

■町家寄席 ― 落語・講談
江戸時代へタイムスリップ！大坂の
町家で落語・講談を聞いてみませんか。
①1月20日（日）　②2月11日（月・祝）
③2月24日（日）　④3月31日（日）
14：00～15：00
●出演： ①・④笑福亭伯枝 他

②旭堂南左衛門一門
③桂出丸 他

■上方の華と粋 ― 座敷舞
1月27日（日） 14：00～15：00
●出演：山村若女一門

■日本の伝統文化・香道
2月2日（土） ①13：00　②15：00
●材料費：500円
●定員：20名
● 対象：中学生以上・正座イス等持参可
● 申込方法はインターネット（ホームページより）・
はがき・FAXに住所、氏名（ふりがな）、電話番号、
年齢、参加希望時間①又は②を記入し、大阪くら
しの今昔館「香道」係へ
● 申込期間：12/23～1/23 申込多数の場合抽選
　※ いただいた個人情報は目的以外に使用いたし
ません。

●講師：香道はなの会主宰 神垣 裕子

■町家でお茶会
①2月17日（日）　②3月17日（日） 13：00～15：00
●茶菓代：300円
●定員：先着50名
●協力：大阪市役所茶道部

■今昔館のひな祭り
学芸員のお話を聞きながら、白酒とひ
なあられでお祝いします。
3月3日（日） ①13：00　②14：30
●対象：中学生以下　●定員あり

■彼岸の屋台
昔ながらの遊びを中心にして大
人も子どもも楽しめるお祭りの
屋台です。
3月23日（土）、24日（日） 13：00～16：00

ワークショップ
■今昔館に初もうで
　 ― お正月の昔遊び ―
福笑、双六、かるた等、大人も子
どもも楽しめる、懐かしい正月
遊びがいっぱいです。
1月3日（木）～7日（月）
3日… おみくじ・あてもの（中学生以下）／干支の折

紙（100円）
4日・5日…書初め（100円）

■かんたん万華鏡を作ろう
1月6日（日） 13：30～15：00
●材料費：300円　●定員あり

■水引で小物を作ろう
1月12日（土） ①13：30　②14：30
●材料費：200円　●定員あり

■鬼のお面を作ろう
1月26日（土） ①13：30　②14：30
●材料費：300円　●定員あり

■版木はがきを刷ろう
2月9日（土） 13：30～15：00
●材料費：200円

■上方舞体験
上方舞の体験会です。
2月16日（土） 14：00～15：00
●参加費：2000円
●定員：10名（申込多数の場合抽選）
● 申込方法：・インターネット（ホームページより）・
はがき・FAXに住所、氏名（ふりがな）、電話番号、
年齢を記入し、大阪くらしの今昔館「上方舞体験」
係へ
●申込期間：1/6～2/6
　※ いただいた個人情報は目的以外に使用いたし
ません。

●講師：山村若女一門

■ミニ雛人形を作ろう
2月23日（土） ①13：30　②14：30
●材料費：300円　●定員あり

■木の継ぎ方を知ろう
3月9日（土） 13：30～15：00
●参加費無料

■千代紙ろうそくを作ろう
3月21日（木・祝） ①13：30　②14：30
●材料費：200円　●定員あり

■おじゃみ（お手玉）を作ってみよう
● 開催日：毎月 第2日曜日
14：00～16：00
●材料費：100円　●定員あり

■折り紙で遊ぼう
☆折り紙を折ろう
● 開催日：偶数月 第3土曜日
13：30～15：00
●材料費：100円　●定員あり
☆鶴のつなぎ折り
●開催日：奇数月 第3日曜日
　①13：30 初級
　②14：30 中・上級
●材料費：100円　●定員あり

見て聞いて楽しむ
■絵本で楽しい時間
●開催日：毎月 第4日曜日 14：30～15：00

■今昔語り
●開催日：お茶会と同日 14：30～15：00

大阪について学ぶ
■町家ツアー
●開催日：日曜・祝日
　13：10～14：00

■町の解説
●開催日：毎月 第1・3日曜日 13：00～16：00

桂出丸

笑福亭伯枝

2019年 2019年大阪くらしの今昔館

催し物ガイド
充実した常設展示や楽しいイベントまで、盛りだくさんな内容でお楽しみください。
※入館料（常設展）が必要です。予告なく変更することがあります。事前にお確かめください。
※定員がある当日先着のイベントは8階受付で12時から参加券を発行します。　※新年は2019年1月3日（木）より開館します。

セミナー・
イベントガイド

下記の申込先へお申し込みください（特記以外参加費は無料、要事前申込。先着順の場合は、
定員になり次第締切。抽選の場合は、締切後も定員に満たない場合は引き続き募集します）。
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住まいを買う・建てる・建て替える・解体する
制度名称 制度概要 お問い合わせ

大阪市新婚･子育て世帯向け
分譲住宅購入融資利子補給制度

初めて住宅を購入する、新婚世帯・子育て世帯を対象に住宅ローンの利子の
一部を補助します。なお、予算の範囲内で先着順に受付します。申し込みにか
かる資格要件につきましては窓口までお問い合わせください。

大阪市都市整備局 住宅支援受付窓口
（住まい情報センター４階）
TEL：6356-0805／ FAX：6356-0807

大阪市子育て安心マンション
認定制度

‘子育てに配慮した仕様’と‘子育てを支援する環境’を備えた良質な民間の新築
マンションを認定し、その情報を大阪市ホームページ等で広く情報発信して
いきます。

大阪市都市整備局 安心居住課
TEL：6208-9648／ FAX：6202-7064

認定を受けたマンションを購入し、りそな銀行の住宅ローンを申し込まれた
場合、物件により金利が引き下げられます（防災力強化マンションとも）。

りそな銀行ローン営業部 北浜ローンプラザ
TEL：6222-3714

大阪市防災力強化マンション
認定制度

耐震性や耐火性等建物の安全性に関する基準に適合することに加え、被災時
の生活維持に求められる設備・施設等の整備、住民による日常的な防災活動等
により防災力が強化されたマンションを認定し、広く情報発信していきます。
認定物件の金利引き下げについては、子育て安心マンション認定制度の欄を
ご覧ください。

大阪市都市整備局 安心居住課
TEL：6208-9648／ FAX：6202-7064

大阪市エコ住宅普及促進事業 断熱性能が高く、太陽光発電や省エネ性能に優れた設備などを備えたマン
ション等を「大阪市エコ住宅」として認定し広く情報発信していきます。

大阪市都市整備局 まちなみ環境グループ
TEL：6208-9631／ FAX：6202-7064

民間老朽住宅
建替支援事業
〈タテカエ・
サポーティング21〉

集合住宅への
建替建設費補助

昭和56年５月31日以前建築のアパートや長屋等を集合住宅（マンション・ア
パートなど）に建替える場合、建替え費用の一部を補助します。 大阪市都市整備局

耐震・密集市街地整備受付窓口
（住まい情報センター４階）
TEL：6882-7053／ FAX：6882-0877
※ 優先地区等のエリアの詳細はお問い合わせくださ
い。一部エリアでは、補助要件を緩和しています。
※ その他、建替え相談や従前居住者の方へ家賃補助
制度等も行っています。

隣地を取得した
戸建住宅への
建替建設費補助

優先地区において、未接道敷地や狭小敷地を解消するために隣地を売買で取
得した敷地において、昭和56年５月31日以前建築の建物を戸建住宅に建替え
る場合、設計・解体費用等の一部を補助します。

狭い道路に面した
古い木造住宅の
解体費補助

優先地区において、幅員４ｍ未満の道路に面する昭和25年以前建築（重点整
備エリアにおいては、幅員６ｍ未満の道路に面する昭和56年５月31日以前建
築）の木造住宅を解体する場合、解体費用の一部を補助します。

防災空地活用型除却費補助制度

優先地区内の一部エリア等において、幅員６ｍ未満の道路に面する昭和56年
５月31日以前建築の木造住宅を解体し、跡地を災害時の避難等に役立つ防災
空地として活用する場合、解体費用及び空地整備費用の一部を補助します。
※ 本制度を活用して防災空地を整備した場合、土地の固定資産税・都市計画
税が非課税になります（整備の翌年以降）。

大阪市都市整備局 密集市街地整備グループ 
TEL：6208-9234／ FAX：6202-7064

都市防災不燃化促進事業
（今里筋沿道：緑橋～百済貨物駅）

地域防災計画に定める避難路のうち、本市の指定する避難路の沿道区域（道路
境界から奥行き30ｍの範囲）で、一定の基準に適合する耐火建築物等を建設
する場合に建設費の一部を補助します。

大阪市都市整備局 防災・耐震化計画グループ
TEL：6208-9629／ FAX：6202-7064

住まいを改修する
制度名称 制度概要 お問い合わせ

大阪市耐震診断・改修補助事業
一定の要件を満たす戸建住宅等の所有者に対して、耐震診断・耐震改修設計・
耐震改修工事に要する費用の一部を補助します。また、耐震事業者の紹介を行
います。 大阪市都市整備局

耐震･密集市街地整備受付窓口 
（住まい情報センター４階）
TEL：6882-7053／ FAX：6882-0877

マンション耐震化緊急支援事業 一定の要件を満たすマンションの所有者に対して、耐震診断・耐震改修設計・
耐震改修工事に要する費用の一部を補助します。 

ブロック塀等撤去促進事業
道路等に面した一定の高さ以上のブロック塀等の撤去および軽量フェンス等
の新設工事に要する費用の一部を補助します(2019年度までに限り、補助率・
補助限度額を引き上げています)。 

大阪市子育て世帯等向け
民間賃貸住宅改修促進事業

ＬＤＫ化や断熱改修、ユニットバスの新設・改良工事等、子育て世帯等の入居
に資する改修工事等を行う民間賃貸住宅オーナー等に対して、改修工事費の
一部を補助します。

大阪市都市整備局 民間住宅助成グループ
TEL：6208-9228／ FAX：6202-7064

建物の修景に関する無料相談 建物の外観の特徴を活かした改修や、まちなみに配慮した整備等、建物の
「修景」に関することならどんなことでもお気軽にご相談ください。

大阪市都市整備局 まちなみ環境グループ
TEL：6208-9631／ FAX：6202-7064

高齢者住宅改修費給付事業
介護保険制度の居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給を受ける方が属する世
帯等で、生活支援・介護予防の観点から真に住宅改修が必要と認められる世
帯の住宅改修費用の一部を給付します。 

各区保健福祉センター
保健福祉課

重度心身障がい者(児)住宅
改修費給付事業

在宅の重度の身体・知的障がい者、難病患者等の方が、日常生活上の障がいの
除去または軽減に直接効果のある改修工事を行うとき、工事費用の一部を給
付します。所得制限があります（ただし、介護保険制度が適用される方は本制
度の対象となりません）。なお、必ず事前に申請が必要です。

各区保健福祉センター
保健福祉課

分譲マンション管理組合の方へ
制度名称 制度概要 お問い合わせ

分譲マンションアドバイザー派遣
マンションの建替えや計画的な修繕（大規模修繕工事）・省エネルギー改修に
ついてのアドバイスを行うため、管理組合の勉強会等の講師役として専門家
を派遣します。計画的な修繕に関するアドバイザー派遣は２回まで受けるこ
とができます。（予約制・無料） 

予約申込
住まい情報センター
TEL：6242-1177（相談専用）

分譲マンション長期修繕計画
作成費助成制度

分譲マンションの管理組合に対して、長期修繕計画の作成や見直しにかかる
費用の一部を補助します。
補助率：補助対象となる経費の1/3　上限：30万円 大阪市都市整備局 住宅政策グループ

TEL：6208-9224／ FAX：6202-7064
分譲マンション再生検討費助成制度

分譲マンションの管理組合に対して、マンションの再生（建替え、耐震改修な
ど）を検討する費用の一部を補助します。
補助率：補助対象となる経費の1/3　上限：60万円

大阪市マンション管理支援機構
公共団体や、建築、法律等の専門家団体等が連携して、分譲マンションの管理
組合を支援します。登録組合には、セミナーの案内や情報誌等を無料で送付し
ます。 

大阪市マンション管理支援機構事務局
（住まい情報センター４階）
TEL：4801-8232／ FAX：6354-8601

住まいを借りる（公的賃貸住宅等）
◆ 市営住宅 … 住宅に困っておられる所得の低い方々向けの賃貸住宅です。原則として大阪市内にお住まいの方が対象です。
定期募集【抽選】

募集時期 居住条件等 収入基準条件（月額所得額） お問い合わせ
７月募集：平成30年 ７月３日（火）～

７月17日（火）終了 収入・同居親族等の条件があるほか、一般世帯・
新婚・子育て・単身者向け等、申込区分により申
込資格が設定されています。一部の申込区分で
は、府内居住の方や市内在勤の方も申し込みがで
きます。

一般世帯：158,000円以下
高齢者・障がい者世帯等：
259,000円以下

大阪市住まい公社募集担当
TEL：6882-7024／FAX：6882-7021

11月募集：平成30年 11月１日（木）～
11月14日（水）終了

２月募集：平成31年 ２月４日（月）～
２月18日（月）

福祉目的募集【抽選】※ケア付住宅については、家賃や共益費以外に費用負担がかかる場合があります。
募集時期 募集区分 居住条件等 収入基準条件（月額所得額） お問い合わせ

毎年５月上旬頃

ひとり親
配偶者のない方とその子ども（扶養している20
歳未満の児童が含まれること）のみで構成する世
帯が対象です。

一般世帯：158,000円以下
高等学校修了前とされる年齢の
子どもがいる世帯・障がい者世帯
等：259,000円以下

大阪市こども青少年局
こども家庭課
TEL：6208-8035／ FAX：6202-6963

障がい者
障がい者住宅、障がい者ケア付住宅、車いす常用
者向け住宅（特別設計住宅）（ケア付住宅）
障がい者手帳（身体・精神・療育）等を所持してい
ることや、その他申込資格が設定されています。

一般世帯：158,000円以下
高齢者・障がい者世帯等：
259,000円以下

大阪市福祉局 障がい福祉課
TEL：6208-8081／ FAX：6202-6962

高齢者
高齢者・高齢者特別設計住宅、高齢者ケア付住宅
60歳以上の方であることや、その他申込資格が
設定されています。

一般世帯：158,000円以下
高齢者・障がい者世帯等：
259,000円以下

大阪市福祉局 高齢福祉課
TEL：6208-8060／ FAX：6202-6964

随時募集【先着順、ただし年３回の追加募集住戸は抽選】
募集時期 居住条件等 収入基準条件（月額所得額） お問い合わせ

定期募集等において、応募者が募集戸数
に満たなかった住戸について、先着順で
随時募集を行っています。
年３回、募集住戸の追加があります。

現に大阪市内にお住まいの方が対象で、申込資格
等は定期募集と同様です。一部の住戸について、
単身で居住し、日常生活ができる方であれば、障
がい者手帳所持の有無等にかかわらず、年齢が
60歳未満の方も申し込みができます。

一般世帯：158,000 円以下
高齢者・障がい者世帯等：
259,000円以下

大阪市住まい公社募集担当
TEL：6882-7024／ FAX：6882-7021

◆ 中堅層向け住宅 … 公営住宅の収入基準を超えている方等、中堅層向けの賃貸住宅です。大阪市外にお住まいの方も申し込みができます。
住宅種別 収入基準条件（月額所得額） お問い合わせ

大阪市が管理している住宅
（先着順）

市営すまいりんぐ（子育て応援型）・市営すまい
りんぐ・市営特定賃貸住宅・市営再開発住宅
物件情報▶http://www.city.osaka.lg.jp/
toshiseibi/page/0000330090.html
年３回、募集住戸の追加があります。

158,000円（※123,000円）以上
～487,000円以下
※ 50歳未満の入居者所得が世帯合計
所得の半分以上ある場合

大阪市住まい公社募集担当
TEL：6882-7012／ FAX：6882-7021

大阪市住まい公社が
管理している住宅
（先着順）

公社一般賃貸住宅
物件情報▶https://www.osaka-jk.or.jp/
chintai/select_type/jutaku_type_04

158,000円（※123,000円）以上
※ 40歳未満の入居者所得が世帯合計
所得の半分以上ある場合

大阪市住まい公社募集担当
TEL：6882-9000／ FAX：6882-7021

公社すまいりんぐ・民間すまいりんぐ
（公社管理）
物件情報▶http://www.osaka-jk.or.jp/chintai/

200,000円（※123,000円）以上
～601,000円以下
※ 40歳未満の入居者所得が世帯合計
所得の半分以上ある場合

大阪市住まい公社募集担当
TEL：6882-9000／ FAX：6882-7021

民間指定法人が管理している住宅
（先着順）

民間すまいりんぐ（指定法人管理）
制度概要▶http://www.city.osaka.lg.jp/
toshiseibi/page/0000110162.html

200,000円（※123,000円）以上
～601,000円以下　
※ 40歳未満の入居者所得が世帯合計
所得の半分以上ある場合

大阪市都市整備局 特優賃受付窓口
TEL：6882-7055／ FAX：6882-7031
※入居申込は各法人を案内させていただきます。

◆ その他の公的賃貸住宅
住宅種別 制度概要 お問い合わせ

大阪府営住宅 市内に所在する建替え等の事業を行っている府営住宅については、事業完了後に市
に移管されます。詳細は右記までお問い合わせください。 

大阪府営住宅藤井寺管理センター
TEL：072-930-1093

大阪府住宅供給公社住宅 窓口・インターネット等により先着順受付
物件情報▶http://www.osaka-kousha.or.jp/

大阪府住宅供給公社募集グループ
TEL：6203-5454

都市再生機構（UR都市機構）
賃貸住宅

窓口・インターネット等により先着順受付
物件情報▶http://www.ur-net.go.jp/chintai/kansai

UR梅田営業センター 　
TEL：6346-3456
空き家情報 
フリーダイヤル：0120-23-3456

◆ 民間賃貸住宅
制度名称 制度概要 お問い合わせ

セーフティネット住宅登録制度
低額所得者や高齢者、障がい者、子育て世帯等の住宅の確保に特に配慮を要する方の
入居を拒まない住宅として、大阪市に登録された民間賃貸住宅を、以下のサイトで検
索できます。〈セーフティネット住宅情報提供システム〉https://www.safetynet-
jutaku.jp/guest/index.php

大阪市都市整備局 安心居住課
TEL：6208-9222／ FAX：6202-7064

サービス付き高齢者向け住宅
登録制度

高齢者が安心して暮らすことができる住宅として、大阪市に登録された住宅を、
以下のサイトで検索できます。〈サービス付き高齢者向け住宅情報提供システム〉
https://www.satsuki-jutaku.jp/search/index.php 

大阪市都市整備局 安心居住課
TEL：6208-9648／ FAX：6202-7064

大阪あんぜん・あんしん賃貸住宅
登録制度

高齢者、低額所得者、障がい者、外国人、子育て世帯等の入居を拒まない賃貸住宅と、そ
の仲介を行う協力店、入居の支援を行う団体や相談の窓口等を、以下のサイトで検索で
きます。〈あんぜん・あんしん賃貸検索システム〉http://sumai.osaka-anshin.com/

大阪府住宅まちづくり部 都市居住課
TEL：6210-9707／ FAX：6210-9712

大阪市

住まいのガイド
借り
る・買う

・建てる・建て替える

※大阪市の市外局番は「06」です。　　※各事業の詳細は、おおさか・あんじゅ・ネット（http://www.osaka-angenet.jp/）および大阪市ホームページでご確認ください。
※ 補助、助成事業の利用には事前協議が必要ですのでお早めにご相談ください。また、受付期限があるものもあります。なお、予算額に達し次第受付を終了しますのでご注意ください。

住まい情報センターでは、公的賃貸住宅等の住まい探しを
はじめ、住まいを購入するときや建てるとき、借りるとき
の一般的注意点、分譲マンション管理に関する情報や大阪
市を中心とした住宅施策等に関するご質問に、窓口又は
電話で相談員が対応します。 ☎6242-1177

住まい情報センター
相談専用電話

2019年１月１日現在
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住まいのライブラリーからのお知らせ

住まいのＱ＆Ａ

第32回大阪市ハウジングデザイン賞の受賞住宅が決定しました！
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サービスカウンター
住宅案内コーナー

市内3ヵ所にある大阪市サービスカウンターで広報誌「あんじゅ」をはじめ、住宅関連パンフレットの配布等を行っています。

■ ディアモール大阪B1F ■ Osaka Metro難波駅構内B1F ■ あべちかB1F

TEL: 06-6345-1103   FAX: 06-6345-0873 TEL: 06-6211-0874   FAX: 06-6211-0869 TEL: 06-6773-0874   FAX: 06-6773-6600

サービスカウンターの営業時間: 平日／9時～19時　土・日・祝日／10時～19時　※臨時休業する場合があります。
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備
と
と
も
に

白
熱
電
灯
が
普
及
し
た
。1
9
3
7
年
に
蛍
光
灯
が
販
売
さ

れ
、1
9
7
0
年
代
に
は
一
般
家
庭
に
も
蛍
光
灯
が
灯
っ
た
。

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
あ
か
り
の
歴
史
は
一
世
紀
半
、そ

の
内
、蛍
光
灯
の
歴
史
は
半
世
紀
余
り
。

　
今
日
、白
色
L
E
D
が
出
現（
1
9
9
6
年
）し
て
か
ら
、蛍

光
灯
が
L
E
D
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。L
E
D
照
明
は
長
寿

命
な
の
で
、ラ
ン
プ
交
換
の
煩
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
る
。省

エ
ネ
な
の
で
電
池
が
長
持
ち
し
て
災
害
時
に
も
安
心
で
あ
る
。

ま
た
、紫
外
線
を
含
ま
な
い
の
で
虫
が
寄
り
付
き
に
く
い（
写

真
参
照
）。あ
か
り
は
人
間
だ
け
で
な
く
動
植
物
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
。今
後
、L
E
D
照
明
は
さ
ら
に
普
及
が
進
み
技
術
も

進
歩
す
る
だ
ろ
う
し
、異
な
る
発
光
体
が
出
現
す
る
か
も
し

れ
な
い
。今
、私
た
ち
は
あ
か
り
の
歴
史
の
転
換
期
真
只
中
に

い
る
の
で
あ
る
。摂
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リレーコラム vol.3
住まい・まちづくりの専門家や学識経験者が
研究活動を通じて得たエピソードや体験談、
旬な情報をリレーコラムとしてお伝えします。

　４階フロアの一角に、住まいのライブラリーがあります。住宅関

係の図書を一般の方々に参考としてもらうために開放されていま

す。蔵書には、住宅関係以外に大阪に関するもの、例えば文学や寄

席、文芸作品なども収集されています。ほかに漫画、雑誌もあり一

度来ていただきたい場所です。 （ボランティアの山口さん）

　大阪市では魅力ある良質な共同住宅・長屋・戸建住宅の集合や既存建物を有効活用した改造住宅、維持管理の良好

な住宅等を表彰する「大阪市ハウジングデザイン賞」を毎年実施しています。平成30年度は次の２住宅に決定し、「第６

回大阪市ハウジングデザインシンポジウム」第1部で表彰式を行います（シンポジウムの詳細は、P10をご参照ください）。

【お問い合わせ】 都市整備局企画部住宅政策課民間住宅助成グループ　電話：06-6208-9229　FAX：06-6202-7064
http://www.city.osaka.lg.jp/toshiseibi/page/0000416168.html ※問い合わせ可能日、可能時間（平日9:00～17:30）

ラ
イ

ブラ
リー案

内犬 すまいまる

リサイクルブックフェア＆謎解きイベント「すまいまるを探せ」を開催します！
　住まいのライブラリーでは、「内容が古くなった図書」「資料的価値が少なくなった本」「複数寄贈

本の一部」「保存期間を過ぎた雑誌、新聞」など約500冊を、リサイクル図書として無料でお譲りします。

　今回は同時開催で謎解きイベントも実施します。クイズを解いて、行方不明になった〝すまいまる”を探し出そ

う！みなさまのご来館をお待ちしております。

■日時：2019年1月13日（日） 13:00～16:00
■場所：住まい情報センター５階 研修室
※ 当日、リサイクルブックフェアは混雑が予想されます。10時～12時まで4F住情報プラザ総合案内窓口にて整理券を配布します
（お一人様1枚のみ）。なお、リサイクルブックはお一人につき５冊まで無料でお持ち帰りいただけます（一部雑誌は２冊まで）。

　風や雨、落雷などの自然災害による住まいの損害に
は、「火災保険」で備えることができます。
　「火災保険」で補償対象となる主な自然災害は、風災・
雹
ひょう

災・雪災、水災、落雷です。風災は、台風、旋風、竜巻、暴
風等による災害をいい、水災は、台風や暴風雨、豪雨な
どによる洪水、高潮、土砂崩れや落石等をいいます。火
災保険のプランによっては、水災を補償していない場
合もありますので、必ず確認してください。
　落雷は、ほとんどの火災保険で補償されますが、建物
だけではなく過電流によって室内の電化製品に損害を
与える可能性がありますので、落雷の危険性がある時
は家電の電源を切り、コンセントを抜きましょう。
　なお、1998年以前は「住宅火災保険」と「住宅総合保
険」の２つの火災保険が主に販売されていましたが、住
宅火災保険は水災を補償していません。また、住宅総合
保険では水災を補償していますが、損害額の７割まで

しか補償されません。このように最近の保険商品と補
償内容が異なる場合もありますので内容の確認が必要
です。
　地震、噴火または津波による火災・損壊・埋没または
流失による建物や家財の損害を補償するのが「地震保
険」です。地震を原因とする地盤沈下や液状化により家
が傾いた場合も一定の損害が確認できた時は補償対象
になります。これらの損害は火災保険では補償されな
いので、ご注意を。
　地震保険は、単独では契約できず、必ず火災保険に
セットして契約します。火災保険の契約期間の途中で
も地震保険に加入できます。保険金額は、火災保険の保
険金額の30～50％で、建物5000万円、家財1000万円の
上限があります。
　居住地の防災マップやハザードマップを見ながら、
これらの保険で備えていきましょう。

　今年度は住まいのライブラ

リーボランティア52名が活

動しています。ボランティア

からご利用のみなさまへメッ

セージをお伝えします。

【お問い合わせ】 〒 530-0041 大阪市北区天神橋6-4-20 住まい情報センター４階 住まいのライブラリー担当　電話：06-6242-1160
（開館日は住情報プラザに準じます）

 自然災害の損害には
 どんな保険が使えますか？Q 火災保険や地震保険で補償します。A

窓の網戸に寄るカメムシ（2017年10月
７日（S氏撮影））。蛍光灯時にたくさんい
たカメムシ（41匹）も、LED照明に替えた
翌日はわずか１匹であった。

大阪市ハウジングデザイン賞
Fu-Riu East,West（東住吉区鷹合４丁目・賃貸）

大阪市ハウジングデザイン賞特別賞
新桜川ビル（浪速区桜川３丁目・賃貸）

◀ リサイクル
ブックフェア

謎解きイベント▶

ライブラリ
ー

イベントに
ついて

詳しくはこ
ちら

住まいのライブラリーボランティアからのメッセージ

MESSAGE BOARD
このページでは、「あんじゅ」や「住まい情報センター」に対するご意見や応援メッセージ、センターの活動やお知らせなど、さ
まざまな情報をお届けします。「あんじゅ」「住まい情報センター」へのご意見･ご要望、今後とりあげてほしいテーマ、開催し
てほしいイベントなどを、どしどしお寄せください。

ANGE 2019 Winter 14ANGE 2019 Winter13
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住まいに関するご相談をお受けしています
■住まいの一般相談（随時／窓口相談・電話相談）
公的賃貸住宅などの住まい探しをはじめ、住まいを購入するときや建てるときの一般的注意点、分譲マンション管理に関する情報
や大阪市を中心とした住宅施策などに関するご質問に、窓口又は電話で相談員が対応します。まず相談内容をお聴きして、問題点
の整理・解決のために必要な知識や情報を提供します。英語、中国語、韓国・朝鮮語にも対応します（外国語対応は17時まで）。
■住まいの専門家相談（予約制／面接相談）（ご予約は30日前からお受けしています）
お申し込みに際しては、相談員が一般相談で内容をうかがってから予約します。日程が変更になる場合がありますので、ご確認ください。

専門家相談日時 内　　容
住まいの法律 概ね毎週土曜日［10時～13時30分］借家・借地・土地・建物・相続等に関する法律上の相談（弁護士）
住まいの資金計画 隔週土曜日［10時30分～12時］ 住宅取得やローン返済、高齢期の住まいと暮らしに関する資金計画等（ファイナンシャルプランナー）
建築・リフォーム 隔週土曜日［10時～13時］ 建築設計や施工上の問題・建築関係法令等（建築士）
分譲マンション（法律） 概ね月1回日曜日［13時～16時］ 管理組合運営・管理規約等に関する法律上の相談（弁護士）
分譲マンション（管理一般）概ね週1回木曜日［14時～18時］ 管理組合運営・管理規約・長期修繕計画等に関する相談（マンション管理士）
●相談に関する秘密は厳守します。●係争中の案件や営利目的の相談、トラブルのあっせん・仲裁、賃貸住宅の経営に関する相談等、当センターで対応できかねるものは、他の相談機
関等の情報を提供します。●専門家相談は、大阪府に在住、在勤または在学の方を対象とします。●専門分野ごとに年1回までとさせていただきます（分譲マンション（管理一般）を除く）。

■連携機関による定期相談
（公社）大阪府建築士会による建築相談…毎週日曜日 13時～16時（受付は当日の12時30分～15時30分 ※12時30分に相談を受ける順番の抽選があります）
近畿税理士会による税務相談（予約制）…毎週土曜日（但し、2・3月を除く）　１3時～16時（TEL 06-6242-1177で予約受付）

住まい・大阪に関するセミナーやイベントを開催しています 詳しくは本誌9～10ページをご参照ください。

大阪市での住まい探しをサポートします 大阪市内の公的賃貸住宅、UR都市機構の賃貸住宅の情報提供を行います。

住まいのライブラリー（4階）
｢住まい｣や｢大阪｣に関する図書
を集めたライブラリーがあります。
図書の貸し出しも行っています。

住情報プラザ（4階）
住まいに関するご相談の受付や 
さまざまな情報を提供しています。

住まい情報センター開館情報
〒530-0041 大阪市北区天神橋6丁目4-20 4階

■開館時間 平日・土曜 9時～19時／日曜・祝日 10時～17時
■休 館 日 火曜日（祝日の場合は翌日）、
　　　　　 祝日の翌日（日曜日、月曜日の場合を除く）、年末年始

1月～3月の
休館日

1月1～3日、8日、15日、22日、29日
2月5日、12日、19日、26日
3月5日、12日、19日、22日、26日

N
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郵便局

都島通
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三井住友銀行

●

大阪市立
住まい情報センター

天
神
橋
筋
商
店
街

天 満

⃝ Osaka Metro谷町線・堺筋線、阪急電鉄「天神橋筋六
丁目」駅3号出口より連絡

⃝JR環状線「天満」駅から商店街を北へ約650m

相談専用電話： 06-6242-1177
◦一般相談は住まい情報センター開館時間中お受けしています。

大阪くらしの今昔館（8階）
詳しくは本誌6～9ページをご参照ください。
※ 住まい情報センター（4階住情報プラザ）と開館日時が 

異なります。

TEL 06-6242-1160
FAX 06-6354-8601

URL http://www.osaka-angenet.jp/
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以下、広告です。広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。「広告掲載」のお問い合わせは、大阪市立住まい情報センター TEL: 06-6242-1160


